
 

  

 

 

 

 

 

 

 ５月も下旬となり、校門横の花壇では、あじさいの花が咲き始めました。 

１９日（日）のスポーツフェスティバルは、快晴の下、予定通り実施すること

ができました。子供たちが競技や演技、係の仕事などで頑張る姿をご覧いただけ

たのではないでしょうか。保護者の皆様、地域の皆様の温かい声援で、子供たち

のうれしそうな笑顔をたくさん見ることができました。スポーツフェスティバ

ルのテーマである「あきらめずにがんばろう！みんなで心を一つに楽しい思い

出を作るぞ！」が達成できたと思います。 

また、保護者の皆様には、会場準備から片付けまで多くのご協力をいただきました。お礼申し上げます。あり

がとうございました。スポーツフェスティバルへの取組をとおして培った力を今後の学校生活や学習に生かして

いきたいと思います。 

 

学校探検 

 ２２日（水）４時間目、１年生が３つのグループに分かれて、校長室にやってきました。生活科の学習で学校

探検をしており、校長室、事務室、保健室で先生方にインタビューするという内容でした。校長室に尋ねてきた

子供たちは、「校長先生の名前を教えてください。」「好きなくだものは何ですか。」「好きな色は何ですか。」「好き

な食べ物は何ですか。」など、練習を生かしてはっきりと質問することができました。その後、校長室に何がある

か見るように促すと、「写真がいっぱいある。」（歴代校長の写真）、「地図がある。」「花がある。」など、いろいろ

な発見があったようでした。 

１年生が入学してきて約２か月。スポーツフェスティバルへの取組等をとおして、学校生活に慣れ、身に付い

たこともたくさんあります。今回の学校探検でも、生き生きとした学習の様子を見ることができました。また、

１年生ばかりでなく、６年生をはじめ上級生の子供たちも１年生と関わることで、「お兄さん」「お姉さん」とし

ての自覚が高まり、学校生活によい影響が見られています。 

 

クラブ活動 

今年度も４年生以上の子供たちが参加するクラブ活動が始まりました。女の都小学校では６つのクラブを設定

しています。「手芸クラブ」「茶道クラブ」「ゲーム（囲碁・将棋）クラブ」「卓球クラブ」「バドミントンクラブ」

「屋外スポーツクラブ」です。子供たちの希望をもとに、人数を調整して決定しました。 

２３日（木）に行った第１回の活動では、自己紹介や活動内容の確認の後、実際に活動を行いました。クラブ

活動は、同じ活動に興味をもつ子供たちによる異学年の交流活動であり、子供たちにとって楽しく、学びが多い

ものです。子供たちのたくさんの笑顔が見られました。 
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〇 ６月の主な行事予定 

  ６月 ４日（火）全校集会 

     ６日（木）歯科検診（全学年） 

          委員会活動（６年生は卒業アルバム写真撮影） 

７日（金）学校保健委員会講演会申し込み締め切り 

９日（日）平和の祈り 

    １１日（火）眼科検診（１・４・６年生） 

    １２日（水）５年校外学習（科学館・原爆資料館）※５年生は弁当が必要です。 

    １６日（日）家庭の日 

    ２０日（木）代表委員会 

    ２２日（土）土曜授業日 

          長崎っ子の心を見つめる教育週間（２８日までの１週間） 

          （教育週間中に予定されている行事等） 

           全校集会（校長 平和に関する講話） 

           縦割り活動 

           被ばく継承講話 

２６日（水）JRC（青少年赤十字）登録更新式 

２７日（木）全校１３：４０下校 

     ２８日（金）学校保健委員会講演会 

           KARADA CONDITIONING THANKS 代表 杉野 伸治 様 

           ※講演会には、どなたでも参加することができます。 

多くの皆様の参加をお待ちしています。 

長崎っ子の心を見つめる教育週間 

６月２２日（土）から２８日（金）までの１週間、女の都小学校では、「長崎っ子の心を見つめる教育週間」を

行います。この期間中は、女の都小学校のすべての教育活動を公開します。詳しくは、後日文書でお知らせしま

す。 

この教育週間は、長崎県で平成１６年から始まりました。教育週間の実施を通して、学校と保護者と地域が連

携し、「地域の子どもを地域ではぐくむ」という気運を高めてきました。また、デジタル化やアフターコロナの社

会において、子どもたちを取り巻く生活環境は大きく変わってきています。そのような中、子どもたちの「生き

る力」を育み、「いのちを輝かせて生きる心豊かな長崎っ子の育成」のため、一人一人の心に寄り添いながらこの

取組を推進していきます。 

  （目 的）◎ いのちを輝かせて生きる、心豊かな長崎っ子の育成を図る。 

        〇 命を大切にする心や思いやりの心の育成 

        〇 あこがれや将来への志の育成 

       〇 挨拶やマナーの向上 

 

 


